
 

 

 

 

熊本市男女共同参画社会の実現に向けたアンケート調査 

集計結果 

  

● 対象：熊本市内にお住まいの 10 代以上の女性 

● アンケートの期間：令和 3 年 12 月 6 日〜令和 4 年 2 月 28 日 

● アンケート回答回収方法：インターネットによる回答回収 

一部、紙バージョンのアンケートを、２月２５日（金）、 

２月２６日（土）に「女性のためのつながるマルシェ」開催 

会場にて来場者に対し実施。 

● 回収したアンケート回答件数：2228 件 



 

 

 

 

①住んでいる。
97%

②住んでいない。
3%

1.熊本市内にお住まいか

①10才〜19才

0.3% ※

②20才〜

29才

5%

③30才〜39才
30%

④40才〜49才
39%

⑤50才〜59才
18%

⑥60才

〜
8%

2.回答者の年齢

※ 0.3％（6名／2228名）名 



 

 

①1歳未

満(妊娠

中含

む)8%
②1歳以上

〜3歳未満

12%

③3歳以上〜

6歳(小学生未

満)19%
④小学校1

年生〜小学

校3年生

12%

⑤小学校

4年生〜

小学校6

年生11%

⑥中学生以上

16%

⑦子どもと同

居していない

22%

3.同居している一番小さい子どもの

年齢

① かなり感

じた。36%

② やや感じた。
44%

③あまり感

じなかった。
16%

④全く感じなかった。

4%

4.新型コロナウイルス感染症の影

響で、不安や孤独を感じたか



 

1168

765

13 40 46

424

72

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

5.相談した相手（複数回答可、回答者数

1792）
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7.行政の役員に相談した時の相談機関名

（複数回答可、回答者数106）



 

 

 

 

何度も

あった
7%

ときどき

あった
16%

ごくまれ

にあった
18%

まったく

なかった
45%

該当しない
14%

8-1.「自分が家族に理解されて

いない」と感じたこと

何度も

あった
21%

ときどき

あった
21%

ごくまれ

にあった
16%

まったく

なかった
20%

該当しな

い
22%

8-2.「仕事での負担が大きすぎ

る」と感じたこと



 

 

 

何度も

あった
30%

ときどき

あった
26%

ごくまれ

にあった
20%

まったく

なかった
17%

該当しない
7%

8-3.家事・育児・介護などの負担

が大きすぎると感じたこと

何度も

あった
39%

ときどき

あった
28%

ごくまれ

にあった
19%

まったくな

かった

11%

該当し

ない

3%

8-4.自身及び家族の健康を守る責任

が大きすぎると感じたこと



 

 

 

何度も

あった
30%

ときどき

あった
23%

ごくまれ

にあった
21%

まったく

なかった
23%

該当しない

3%

8-5.家計の先行きについて不安を

感じたこと

何度も

あった
19%

ときどき

あった
19%

ごくまれ

にあった
16%

まったく

なかった
32%

該当しな

い
14%

8-6.仕事（学ぶ場）を失う不安を

感じたこと



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①勤め先・

仕事は緊急

事態宣言前

と同じ
59%

②勤め先・仕事は緊急事態

宣言前から変わった14%

③緊急事態宣言前は働

いていたが、現在は働

いていない5%

④緊急事態宣言前は働い

ていなかったが、現在は

働いている3%

⑤緊急事態宣言前も

今も働いていない
19%

9.コロナ前後の勤め先・仕事の変化



 

 

 

① 0% ② 1%
③ 0%

④ 1%

⑤ 3%

⑥
6%

⑦ 34%

⑧ 26%

⑨ 12%

⑩ 17%

10.コロナ前後の雇用形態の変化

①勤め先・仕事は前と同じだが、正規雇用から非正規雇用職員となった。  

②勤め先・仕事は前と変わり、正規雇用から非正規雇用職員となった。   

③勤め先・仕事は前と同じだが、非正規雇用職員から正規雇用となった。   

④勤め先・仕事は前と変わり、非正規雇用職員から正規雇用となった。     

⑤正規雇用のまま、勤め先・仕事は前と変わった。                 

⑥非正規雇用職員のまま、勤め先・仕事は前と変わった。             

⑦正規雇用のまま、勤め先・仕事は前と同じ                    

⑧非正規雇用職員のまま、勤め先・仕事は前と同じ。             

⑨自営なので変化なし。                                           

⑩その他                                          



 

 

 

①休んだ。
52%

②休んでいな

い。38%

③事情があ

り、休めな

かった。

10%

11.保育利用自粛による仕事への

影響

①家族が子供

の育児を行う

ので、休む必

要がなかっ

た。24%

②会社等を休む

と給料が下がる

ので、生活のた

めに休めなかっ

た。21%

③お休みをお願いしても

会社等から了承を得られ

なかった。9%

④その他
46%

12.11で②③と答えた理由



 

 

 

 

①家事育児等

の時間が増え

た。68%

②変わらない。
30%

③家事育児等の時間

が減った。1%

④その他
1%

13.家事育児時間の変化

①主に女性が

担っている。
81%

②主に男性が

担っている。
0%

③性別に関係

なく分担して

いる。19%

14.家事育児を担う性



 

 

 

①満足して

いる。18%

②やや満足

している。
33%

③やや不満

である。
29%

④不満で

ある。
17%

⑤その他
3%

15.家事育児等の分担について満足度

①女性は職業を持た

ない方が良い

0%

②結婚するまでは職業

を持つ方が良い1% ③子どもができるま

では、職業を持つ方

が良い 2%

④子どもができて

も、ずっと職業を

続ける方が良い

56%

⑤子どもがで

きたら職業を

やめ、大きく

なったら再び

職業を持つ方

が良い18%

⑥わからな

い12%

⑦その他
11%

16.女性が職業を持つことへの意識



 

 

 

 

①賛成
2%

②どちらかと

いえば賛成
13%

③どちら

かといえ

ば反対
25%④反対

37%

⑤わから

ない14%

⑥その他
9%

17.「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきで

ある」
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18.参加したい地域活動（複数回答可、回答者数2182）
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19.今後公民館で学んだり体験したりしたいこと

（複数回答可、回答者数567）

①暮らしに関するもの(子育て、生活支援、福祉の制度など) 

②学習に関するもの(読み書き算、資格取得支援) 

③コミュニティに関するもの(子育てサークル、地域の防災、自治会、子供会等) 

④趣味に関するもの(娯楽、芸術、スポーツ等) 

⑤その他 



 

 

   

①受けたこ

とがある。
11%

②受けた事は無い。
79%

③わからな

い・答えた

くない10%

20.性暴力を受けた経験

①知っている

12%

②聞いた事は

あるがよく知

らなかった

17%

③知らなかった
71%

21.性暴力に関する相談機関を知って

いるか



 

 

 

 

 

①相談した
15%

②相談したかった

が相談していない

31%

③相談の必要まで

は感じなかった

40%

④その他
14%

22.性暴力被害を受けた後に相談機関に相

談したか


